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第31次観測隊の出発に際 して
内 藤 靖 彦
昭和の時代とともに歩んで来た日本南極地域観測隊も
我々31次観測隊から平成 という時代に入 り,新たな出発
● 点を迎えている.これは単に我々の隊が時代の節目に当
ったというだけでなく,観測隊の置かれている状況が大
きく変 りつつあることも意味している.最近政治 ・経済
的にも大きなインパクトを持って語られている地球環境
問題に,南極観測は重要な役割を担うことになる.また
同時に,ク リーンな環境 としての南極の環境保全は国際
社会において大きな関心事となっている.第31次観測隊
は新しい時代のうねり,「地球環境」と 「南極環境保全」
という二つの波の中に船出しようとしている.
第31次観測隊は上記の状況の下,1年 有余にわたる
種々の準備を終 り,いよいよ南極の地に活動の場を求め
て11月14日東京港を出発する.第31次隊は昭和基地越冬
隊30名,あすか観測拠点越冬隊8名,夏 隊17名の計55名
からなる.この他に交換科学者として中国南極考察委員
会派遣の科学者2名 とベルギーのブリュセル自由大学の
科学者2名 の計4名 が参加する.
第31次隊の夏期の行動計画は,(1)昭和基地,あ すか
● 観測拠点へ・物資輸送・… セール・・ダー杣 地にお
いて行うヘリコプターを用いての野外調査,(3}昭和基
地周辺およびアムンゼン湾での野外調査,〔4}「しらせ」
船上での船上観測,⑤ 昭和基地における夏期建設計画
の5つ の柱からなる.今次隊の輸送量は昭和基地方面は
624トン,あすか方面は168トン,合計792トンと 「しら
せ」になって最も少ない輸送量となっている.輸送量が
少ないためオペ レーションに余裕が出るかと思われるが
実際にはそれほど余裕はない.天 候状況が厳しいあすか
方面への輸送量が昨年よりかな り増えていることと,
七一ルロンダーネ山地野外調査で使用 したヘリコプター
の天候悪化を考慮しての早目の撤収から来る時間的制約
のためである.オ ペレーション 立上 りのブライ ド湾で
の天候 とヘリコプターの撤収 を行うブライド湾後期の天
候が大事なオペレーションポイントになる.七 一ルロン
ダーネ山地野外調査は,従来地上か らの調査が困難であ
った七一ルロンダーネ山地,中南部域ヘヘリコプターで
アプローチしょうという観測隊としても初めての試みで
ある.こ の調査は,「東クイーンモードランド雪氷 ・地
学研究計画」のための地質調査,「陸上生態系構造の研
究計画」のための内陸露岩域の生態調査,測 地定常観測
の基準点測量を各担当部門が合同でチームをつ くり実施
するものであ り末路の地での観測の成果が期待 されてい
る.昭和基地,ア ムンゼン湾の野外調査は多様な項 目が
あるが,研 究成果が期待 されるのは,「南極域における
気候変動に関する総合研究計画」で気水圏系が実施する
バッダ島周辺に設置する無人海洋,気 象観測装置による
観測である.こ の観測は夏期に 「しらせ」ヘリコプター
の支援により無人観測装置を海氷上に設置し,越冬中に
も何回か観測と保守を行う計画であ り,31次観測隊の重
要な観測課題の一つである.こ の外生物系が行 うラング
ボブデ袋浦におけるアデリーペ ンギンの生態調査や昭和
基地での潜水による底生生物調査,内 陸やみずほ基地に
おける宙空系,気 水圏による無人観測装置の保守等 も夏
の大事な野外行動計画である.アムンゼ ン湾における野
外調査は夏隊の雪氷 ・地学系,生 物 ・医学系が実施する
計画で,主 に沿岸露岩域の地質調査と生物相調査を実施
する,昭和基地の夏期建設計画では大がかりな作業計画
はない.昭和基地への輸送量が例年に比較 して少ないの
もこのためである,し かし作業量はたっぷ りとある.配
線 ラック工事,200ke油タンク工事,ヘ リポー ト要員
待機小舎建設等の他,従 来手を十分廻せなかった基地の
保守,整 備作業 として建物2棟 の塗装工事,旧 発の改装,
150keタンク修理等である.ま た冒頭に述べた南極環
境問題に関連 して,南極条約協議会議で論議されている
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廃棄物処理問題に対応するため廃棄物処理装置等の搬入
設置(焼 却炉,ク ラッシャー,持 ち帰 り用 ドラム密栓
蓋)を 行 う.廃棄物問題では国際的に持ち帰 りが現に一
般化 しつつある状況であ り,至急対応が必要である.今
次31次隊ではまだ本格的な対応を十分には考えていない.
持ち帰 り方法等十分検討 していく必要があろう.夏期行
動計画の内の船上観測計画は例年通 り定常観測と研究観
測の二つからなる.定常観測は電離層定常,海洋物理,
化学,生 物の各定常観測 ともほぼ例年通り行う.研究観
測では,雪 氷 ・地学系による 「南大洋の地学総合研究」
による海底地形調査をプライ ド湾において,海上磁気観
測を航路上において実施する計画である.気 水圏系の観
測計画 「南極域における気候変動に関する総合研究計
画」は船上観測において も重要な課題である,往復船路
上で行 うCO2,オゾン等の大気微量成分観測は,地 球
環境問題に直接対応 した観測計画である.ま たブライド
湾で行う定置係留系とその海洋観測計画も今次夏期行動
の大事な柱となっている.
昭和基地,あすか観測拠点での越冬観測 も例年通 り多
岐にわたっている.昭和基地における定常観測は気象定
常,電 離層定常,地 球物理定常ともほぼ例年通 りの観測
項 目で行 うが,気 象定常については地球環境問題とリン
クして極域気象観測の重要性が言われており,今次隊で
はオゾンゾンデ観測等の計画を更に充実させて行う.研
究観測については.夏期計画と同様 「南極域における気
候変動に関す る総合研究」として海氷 ・大気 ・海洋観測
と大気微量成分観測,大 型アンテナなどによる衛星受信
(MOS-1,　NOAA)　を行 う.こ の内,海 氷,大 気,海
洋観測については航空機による海洋観測,海 氷上をトラ
バースしての海洋観測を周年行う計画となっている.こ
の部分の観測の成否は一にかかって海氷条件による.海
氷上での行動の危険性は従来より多 くの人により指摘さ
れている点である.研究成果より先ず安全に心がけたい.
宙空系による研究観測では,テ レメーターによる人工衛
星観測として大型アンテナによるEXOS-Dの観測,極
域擾乱と磁気圏構造の総合解折のための諸観測,観測点
群による超高層観測としての多点観測等を実施する.生
物 ・医学系研究観測では従来からの環境モニタリングを,
特 にアデリーペンギン調査に重点 を置いて実施する.越
冬中の内陸旅行は,みずほ基地,H180の無人観測装置
の保守のための旅行を1～2回 実施する.航空機の運用
はピラタス2号機 とセスナ1号機により観測,偵察.輸
送等の目的で年約300時間実施する計画である.
あすか観測拠点では白石副隊長以下8名 が厳 しい環境
での越冬生活を送 り,重要な観測に従事 し,そのための
設営の任務につく.ここでの観測は定常観測として30次
隊に引き続き気象定常観測を行 う.観測は地上気象観測
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が中心であるが,多 少のゾンデ観測 も実施する.研究観
測では宙空系による観測点群による超高層観測として地
磁気等6項 目の地上観測を行 う.気水圏系では 「南極域
における気候変動に関する総合研究計画」として無人気
象観測衛星受信等を行う.雪氷 ・地学系では 「東.クイー
ンモードランド地域の雪氷 ・地学研究計画」としてセー
ルロンダーネ山地地域への旅行を実施しての地質,隅石
調査を行う計画である.
第31次観測計画を大雑把に説明してきたが,私 として
は今次隊が過去の隊と比較しても南極観測の大きな節目
になっているという感が強い.そ れは冒頭述べた南極観
測に環境問題というインパクトが大きく加わり,置かれ
ている状況が変化したことと,さ らに付け加えるならば
内部的質的転換が多様に起っているということである.
篁灘 藝 齋 耀 興 しし'システムが必 ●
(筆者:第31次南極地域観測隊長,
国立極地研究所寒冷生物学第一研究部門教授)
観測隊だより
昭和基地:9月 に入って好天が続いたが気温は相変わら
ず低めで,これまでの昭和基地における月別平均気温の
低い方の第1位 を記録 した.し かし日照時間が急速に延
びたことと,月末の気温上昇で基地内通路の各所で見ら
れた天井の霜が落ち始め,春 の訪れを少 しつつ感じるよ
うになってきた,明 るくなるに従って野外調査活動も活
発に行われるようになり,1日 一6日 まで宙空隊員によ
る昭和一 ラングホブデ問のオーロラ立体観測が行われた.
ll日には.みずほ観測旅行隊が出発,往 路はブリザー ド
に苦しめられ17日には雪上車 トラブルで基地から救援隊
が出るなと難 航 した.幸 いその後天候に恵まれ,み ずほ
での観測を終え10月12日無事基地へ戻った.
基地はこれらの野外行動により,少人数となることが
多かったが,観測,設 営とも順調に運営されている.
10月10日には福島ケルン前で慰霊祭を行い,故福島隊
員の冥福 と越冬後半の無事を祈った.
あすか観測拠点:8月 までとはうって変わり,9月上旬
から中旬にかけて,あ すかには珍しく快晴,弱風の日が
続 き,日平均風速10m/s以下の日が14日間と前月の約3
倍に達 した,このため冷え込みも厳しく,晴天の日には
一40℃以下 となる日も多 く,13日には今冬一番の一
44.3℃を記録 した.
この穏やかな天気も下旬に入って崩れることが多くな
ったがブリザードにまでは至 らず,月のブリザー ド日数
が僅か1日のみとなった.好 天のため車両整備等の屋外
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作業は急ピッチではかどり、7-8月 の遅れを一気に取
り戻 した.し かし,長い冬場の運動不足がたたって急激
な肉体労働になかなか身体がついて行かず,2-3日 屋
外作業が続 くと全員がパテ気味となって しまった.月 末
には暗夜 もな くな り,オーロラを楽しめる機会も残 り少
くなってきたが,31次隊の受け入れ準備 も始 まって,ロ
ムナエス山のはるか上空を横切るようになった太陽とと
もに,あすか観測拠点にも春の兆しが見え始めた,
"北極海域の地球科学"
ワークシ ョップ
神 沼 克 伊
去る9月26日一28日アメリカのウッヅホール海洋研究
所 で ミU.S、　Arctic　Marine　Geology　and　Geophysics
WORK-SHOP,　(アメリカの北極海域における地質学と
地球物理学の研究に関する検討会〉が開かれ,私 も招待
されて出席した.こ の検討会はウッヅホール海洋研究所
がアメリカ科学財団(NSF)から資金援助 を受け,ア
メリカの北極海研究の地質学や地球物理学の分野の研究
テーマを探ろうというのである.アメリカ国内の会議で
あるから,出席者47名のほとんどはアメリカ人で外国か
らは私の他,ノ ルウェー,西独,カ ナダ(3名)か らの
招待者があった.ソ ビエ トへは招待状は出したが,ビザ
の関係で出席できないとの事であった.
近年,北極研究 も南極研究と同じように国際協力が重
要視 されている.ア メリカといえども北極研究に必要な
予算すべてをまかなうのは大変な時代になり,地球科学
の分野では,特 に国際協力が叫ばれる.すでに西 ドイツ
は砕氷観測船 「ポーラーシュテルン」をフル運転 し,北
半球の夏には北極海へ,冬 には南極海へと送 りだ してい
る.特に夏の北極海の調査には毎年多くのアメリカ人科
学者も参加している,
この検討会に私が招待された理由は,日本の地球物理
学や地質学の分野での北極研究の現状を紹介するととも
に,南極観測船 「しらせ」を北極研究に使いたいという
アメリカや西 ヨーロッパの科学者の要望が強いからであ
る.こ れまでも公式,非 公式に打診はあったが,現 在の
日本の 「しらせ」の運用状況では,とても北極研究にま
で使えないと説明していた.しか し,外国人にはなかな
か理解してもらえず,あ ちらこちらから要望が出され続
けていた.
私は外国人の 「しらせ」に対する期待は誤解もあるこ
とに気がついていた.彼 らは30000馬力の 「しらせ」は
世界一の砕氷観測船だという.し かし,「しらせ」は南
極観測船 として船上観測 も実施 しているが,と て も
「ポーラーシュテルン」と同様の観測船ではない.む し
ろ単なる砕氷船 と呼んだ方がよい.ア メリカの 「ポー
ラーシー」「ポーラースター」 とい う二つの砕氷船は
「しらせ」の建造に際 し,参考にした船であるが,ア メ
リカ人は観測船とは認識 していない.し かも両船は砕氷
船 としては60000馬力 と 「しらせ」の2倍 の力 もある,
与えられた機会を利用 し,私は 「しらせ」が外国人から
見れば観測船とは呼べないことを理解 してもらうことに
努力することとした.
検討会はまずこれまでの地球科学分野における北極研
究のレビューがなされ,つ づいて研究テーマが次々と提
案 された.そ して 「第4紀 以前の北極の古環境」「第4
紀の北極の環境」「テク トノフィジックス」「堆積物」の
4つのグループに分かれ,ド ラフ トを作成 した.最 後に
全体で各グループごとの ドラフ トの検討を行い,閉 会と
なった.
私はテクトノフィジックスのサプグループに組み入れ
られていた.こ こでは北極海沿岸から海洋域にかけて6
本の測線に沿っていろいろな情報を集めようというトラ
ンセクトが提唱された.こ れは現在国際的に実施されて
いるGlobal　Geoscience　Transectsと直接 関係 ないが,
同 じような考えが参加者の頭の中にあったことは否定で
きない.
北極海でのボーリングも関係国の間では大きな課題で,
これはアメリカばかりでなく,北ヨーロッパの国々も積
極的で,す でに　「Nansen　Arctic　Ocean　Drilling　Pro ・
ram　(NAD)(ナンセン北極海掘削計画)」として別の組
織作りがなされている.　NADはアメリカ,カ ナダ,ソ
ビエトなど北極圏の国々6カ国に,フ ランス,イ ギリス,
西 ドイツの3カ 国が参加 している,日本はデンマークと
ともに参加希望を表明 しているが,ま だ決まっていない
〔註:こ の掘削計画の立案は7月 にワシントンで開かれ
た第28回万国地質学会の時に決定 した.私 は日本からの
オブザーバーとして参加〕.
アメリカのようなプロジェク ト制のよい点は,研 究者
を積極的にさせることであろう.しか し反面,地震観測
のように定常的に長期間続けなければならない観測が忘
れられることが多い.今 回も海面変動に関する研究の重
要性がとりあげられた.地 図を見てもらえば分かるが,
シベ リア沖の北極海(東 シベリア海)は 水深が100mに
もならない浅い海である.その他にもチュクチ海,カ ラ
海など浅海が並んでいるので海面変動は特に問題となる
海域である.し か し,海洋潮汐の観測の重要性を指摘 し
たのは私だけで,北極海に験潮儀を設置しょうという議
論には発展 させ られなかった.　GPS.　VLBIの観測網の
確立も重要な課題であるはずなのに,参 加したアメリカ
関係者の間では,あ まり熱心に討論されなかった.今 回
の討論結果はまとめられ,正 式な ドラフ トが間 もなく送
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られて くるはずである.ア メリカ側は当然,日 本の北極
研究への積極的参加,貢 献を望んでいる.また,ワ ーク
ショップとは直接関係 ない状況で,カ ナダの地質調査所
が主となって実施 している北極海海氷上での人工地震観
測へ,日 本 も参加 しないか との誘 いがあった,ま た
NADへの参加もワシントンに続 き再び要請された.南
極観測のように予算の目処もほとんどない北極観測であ
り,私 としてはすべてに消極的な発言しかできないのが
残念だった.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
南極科学委員会雪氷作業委員会報告
藤 井 理 行
南 極 科 学 委 員 会,雪 氷 作 業 委 員 会　(SCAR　WORK・
ING　GROUP　ON　GLACIOLOGY)　が,　IGS　(国際 雪
氷 学 会)の 「氷 と 気 候 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 」
(Syrnposium　on　Ice　and　Cllmate)開催 期 間 中 の,1989
年8月20日(13:00-・17:30)およ び8月24日(12:30
～15:30),ア メ リカ,シ ア トル の ワ シ ン トン州 立 大学
の 第4紀 研 究 セ ン タ ーで 開 催 され た.日 本 の 代 表 は ,前
晋 爾(北 大,工)か ら現 在 は渡 辺 興 亜(極 地研)に な っ
て い る.日 本 か らは,渡 辺 代 理 の 藤 井 の 他,オ ブ ザ ー
バ ー と して 成 瀬 康 二(北 大 ,低 温 研),中 尾 正 義(防 災
セ ン ター 長 岡),藤 田 秀二(北 大,工)が 出 席 した.出
席 者 お よ び議 事 は 以 下 の 通 りで あ る.
出 席 者:　Ian　Al]ison　(オー ス トラ リア),　Luis　E、Aris　(チ
リ),　David　Drewry　(英国),藤井 理 行(渡 辺 興 亜 の 代 理
:日 本),　Stig　Jonsson　(Vib　Karlenの代 理:ス エ ー デ
ン),　Jean　Jouze]　(C.Lolusの代 理:フ ラ ン ス),　Doug
MacAyeal　(アメ リ カ),　Heinz　Mi]ler　(西独),　Elizabeth
Mouris　(ICSI),　O|av　Orheim　〔ノル ウ ェー)施 雅 風(中
国)
(オブ ザ ー バ → 　Bill　Budd　(SCAR海氷 専 門 家 グ ル ー
プ),藤 田 秀 二(北 大,工),　Jo　Jacka(オー ス ト ラ リ
ア),成 瀬 康 二(北 大,低 温 研),中 尾 正 義(防 災 セ ン
タ ー 長 岡),　Jay　Zwa[ly　(アメ リ カ),　Jame　Ferrigno
(USG　S)
韻 事
1.　O.　Orheimが議 長　 (Chairman/Secretary)　に 選 出
され た.
2.1987年の ブ レー マ 一 八 ーブ ン と1988年の ホバ ー トで
の 会 議 報 告 が 了 承 され た.
3.国 別 報 告
a).オー ス トラ リ ア:　Lambert氷河 に観 測 の 重 点 を
移 して い る.ま た,　Law　Domeで の 基 盤 まで の
掘 削 や海 氷 研 究 も計 画 中 で あ る
b).フラ ンス:D47地 点 で 約900mの掘 削 を行 っ た.
将 来 計 画 と して,　Dome-Cに越 冬 基 地 を設 け,深
層 掘 削 を行 う こ と を検 討 して いる,ボ ス トー クで
の 掘 削 は2,400mまで 達 し,あ と200～300mの掘
削 で 現 在 か ら2番 目に 古 い 氷 期 を カ バ ーす る と考
え られ る.
c).ノル ウ ェー:1989/1990年に 棚 氷..ド面 の 観 測 を計
画 して い る.
d).アメ リ カ:ボ ス トー クコ ア を含 む 氷床 コ ア の地 球
科 学 的研 究,衛 星 画像 に よ る氷床 と海 氷の 研 究,
お よ び ロ ス 柳 水 に 流 れ 込 む 水 流 に 関 す るSiple
Coast　Projectなどの 国 際 共 同 研 究 を継 続 して い
る.水 流Bで は,1,400m深の 熱 水 掘 削 孔 を掘 っ
た.ま た,　Craryアイ ス ラ イ ズ の 氷 の 年 代 が 約
1、000年と推 定 され た.
e).英国l　Rutford氷流 ,南 極 半 島 周 辺 の コ ア,ジ
ョー ジ6世 初 氷 な どの 研 究 を継 続 して い る.
f),西ドイ ツ:　Ekstrom柳水 で の 研 究 を継 続 して い
るが,1989/1990年に は ブ イ ル ヒナ 一ー/ロ二 一柳 水
の 研 究 に.重点 を置 く.
9).日本:ACR計 画 を5ケ 年 計 画 で 進 め て い る.ま
た,将 来 〔1993～1994)クイー ン モ ー ドラ ン ドの
標 高3,800mのドー ム 頂 部 で 、2500m深の 深 層 コ
ア 掘 削 を計 画 して い る.
h).スウ ェ ー デ ン:　Vestfje]]a.Helmfrontfjella地域 で
の 質 量収 支 の 観 測 を1988/1989年に行 った.
i).中国:第1回 中国 南 極 雪 氷 シ ンポ ジ ウム が1986年
に 蘭州 で 開 催 され た.1989年には,南 極研 究 に関
す る国 際 シ ンポ ジ ウ ム が 開 催 され た,キ ン グ ジ
ョー ジ島 の 長 城 基 地 の 近 くの 氷 帽 で,中 層 コ ア掘
削 を2年 の 予 定 で 行 う こ と を計 画 して い る.
」),チリ:1989/1990年に,ア デ レ イ ド島 とア レキ サ
ン ダ ー島 で 氷 河 の ダイ ナ ミッ クス に関 す る観 測 を
予 定 して い る.
4.国 際 協 力
a)IAGP:公式 的 に は 終 了 した 計 画 で あ る が,個 々
の 分野 で 共 同研 究 が 継 続 して い る.
GAP:公 的 な国 際 共 同 計 画 で は な い が ,計 画 は
継 続 して い る.
FRISP:西独 と英 国 を 中心 に 活 発 に 行 わ れ て い
る.ワ ー ク シ ョ ップが,ケ ン ブ リ ッジ(1987年6
月),オ ス ロ(1988年6月),ブ レ ーマ 一 八 ー プ ン
(1989年6月)で開 催 さ れて い る.
国 際 氷 山 調 査 計 画:ほ と ん どのSCAR加 盟 国 が
参 加 して,計 画 は 活 発 に継 続 中.日 本 も参加 して
い る,
ASIZ:1985年にホ ノ ル ル で 会合 が 開 か れ た.南
極 地 研 ニ ュ
極 の 海 氷 研 究 は,　WOCEやWCRPと して も実
施 され て い る.南 極 条 約 加 盟 国 は南 大 洋 の氷 海 航
行 の安 全 の た め,海 氷 調 査 に 関心 を示 してい る.
ASIZの最 終 プ ロ グ ラ ム と して,1991年に海 氷 域
で40ケの 自動観 測 ブ イ の放 流 を考 えて い る.
b)1GBPl当作 業 委 員 会 は,　SCARの 主 要 分 野 と し
て[GBP計 画 の 成 立 に積 極 的 役 割 を 果 た して き
て い る.　SCARのIGBP運 営 グ ル ー プ は,G,
Weller　(議長),　Budd,　HempelとLoriusから構
成 さ れ て い る.主 な課 題 は,①.気 候 変 化 の モ ニ
タ リ ン グ(海 氷)②.海 水面 変 化 償 量 収 支)③.
氷 床 コア,で あ る.1990年6月 に ア ラ ス カで,極
域 と地 球 環 境 に関 す る シ ンポ ジウ ムが 予 定 さ れ て
い る 他,同 年7月 の ブ ラ ジ ル で の 第21回SCAR
総 会 でIGBPの プ ロ グ ラム の 検 討 が 行 わ れ る.
当作 業委 員 会 は,　IGBPを強 く支 持 す る,ま た,
各 国 はIGBPに 密 接 に 関 連 した 計 画 を す で に実
施 してい るか あ るい は計 画 中 で あ る こ とを確 認 す
る と と もに今 後,学 際 的 な 分 野 の研 究 の推 進 を計
る こ と と した.
c　)　Antarctic　Science　S　m　osium　:1990年IO月に ブ
レー メ ンで,地 球 環 境 変動 をテ ー マ に 開催 され る.
雪 氷 分 野 が 重 要 な 役 割 を担 うの で,当 作 業 委 員会
は,こ の シ ン ポ ジ ウ ム に研 究 発 表 や ワ ー ク シ ョ ッ
プ の 開催 な ど で協 力 をす る.そ の た め の グ ル ー プ
と して,　N,　Orheim　(W、G,議長),　H,　Milerなど
が 選 ば れ た.
d)雪氷 分 野 の デ ー タ:雪 氷 デ ー タ につ い て は,す で
に世 界 の3ケ 所 の 世 界 デ ー タセ ン ター(WDC)
にて 収 集 され て い る の で,当 作 業 委 員 会 と して 特
に南 極 雪 氷 デ ー タの取 りま とめ の必 要 性 は ない と
考 え る.た だ,海 洋 ブ イの デ ー タにつ いて の取 り
ま と め は重 要 なの で,ボ ー ルダ ー のWDCに デ ー
タ を送 付 す る こ とが 望 ま しい.こ の件 につ いて は,
SCAR海 氷 専 門 家 グ ルー プ が 対 応 す る こ とに な
る と思 われ る.
e)一:雲 量30%以 下 のLandsat　5号
の 南 極 沿 岸 部 の 画 像 が,100以上.当 作 業 委 員 会
の 申 し会 わせ に よ り,9ケ 国 の 協 力 の もと収 集 さ
れ た.収 集 に協 力 した国(メ ンバ ー)は,全 ての
画像 を内部 で交 換 す る こ と に よ り入手 可能 で あ る.
な お,こ の 計画 に 日本 は参 加 して い な い.
f)ERS衛星受 信:日 本 は 昭和 基地 に1989年2月大型
ア ン テ ナ を設 置 し,将 来ERS-1の 受 信 を す る.
西 独 は,ア ル ゼ ン チ ンの 協 力 を得 て1989/90と
1990/91にエ スベ ラ ンサ 基 地 にERS-1のSAR受
信 用 ア ンテ ナ を設 置 す る,オ ー ス トラ リア は,ホ
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5.勧 告
の 勧 告 を検 討 し,勧 告1
継 続,勧 告2
計 画 な ど の 情 報 を集 め る こ と と な っ た.勧 告3
星)も 継 続 とす る がZwallyとOrhelmが字 句 の 再 検
討 をす る こ と,勧 告4(海 水 面 変 動 の 専 門 家 グル ー プ
の 設 立)はSCAR　 IGBPに取 り込 ま れ て い る た め 削
除 す る こ と を決 め た.又,勧 告5も 削 除 と な った.新
た に,フ ィル ヒ ナ ー/ロ ニ ー棚 氷 と海 洋 系 の研 究 に 関
す る勧 告 を検 討 し,採 択 した.
6.議 長1次 の 公 式 会 議 まで,　OOrheimが議 長 を続 け
る こ と と な った.
7.　VISAG:第5回 南 極 雪 氷 シ ンポ ジ ウ ム を1993年に
ア メ リカ又 は西 独 で 開 催 す る こ とと した.
8.次 回 会 合:1991年ウ ィー ン のIUGGの 時 に非 公 式
会 合 を開 催 す る.又,新 しいSCAR加 盟 国 の雪 氷 研
究 者 の 参 加 を促 進 す る た め,　SCARに 対 し1992年の
第22回SCAR総 会 期 間 中 に,公 式 会 議 開 催 を要 求 す
る こ とと した.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 雪 氷 学 研 究 部 門助 教 授)
バ ー トに ア ンテ ナ を 設 置 し,100°Eの東 方 の 海 氷
域 の デ ー タ を収 集 す るPolar　lce　Sheet　Program
(PISP;世話 人B.　Thomas;日本 も 参 加)が,
ERS・1に関 連 す るゆ る や か な組 織 で あ る.
ll987年の ブ レー マ ー ハ ー プ ンで の 公式 会 議 で
(ジオ イ ドに 関 す る観 測)は
(電波 探 査)は 継 続 す るが 英 国 が 各 国 の
(衛
国際学術研究 「スリランカと
南極の地質学的関係の研究」
本 吉 洋 一
「スリランカと南極は,そ のむか し陸続 きだったので
すよ」という話をすると,大抵の人は 「ヘェー」 とい う
顔をする.片やインド洋に浮かぶヅウの住む島,片や氷
に閉ざされた,アザラシ,ペ ンギンの住む大陸…両者の
イメージがすぐには結びつかないのも無理からぬ話であ
る.
我々南極地質屋にとって,昭和基地周辺で見 られる岩
石や地質構造,さ らには変成作用の性格などが,か って
のゴンドワナ大陸の中で,ど のような空間的分布 をして
いたか,と いう問題は,ゴ ンドワナ大陸の実体,ひ いて
は地球の地殻がどのように進化 してきたかという問題に
ダイレク トに結びつ く.そのためのアプローチの第一歩
として,ス リランカはまさに絶好のフィール ドであった,
その期待を胸に,廣井美邦氏(千 葉大)を リーダーと
する9人 の地質屋は,8月11日深夜,ス リランカ入 りし
た,9人 のうち6人 は、かって南極観測隊に参加 して、
昭和基地周辺,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,七 一
ルロンダーネ山地を調査してきた人たちである.今の南
5
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極観測隊に.1シ ーズンにこれだけの人数の地質屋を受
け入れることは到底無理であることを考え合わせると,
ゴンドワナの中の,そ れも昭和基地の極近傍を,こ れだ
けの人数で一度に調査できるチャンスはそれだけで も貴
重である.
折しも政情不安が伝えられる中.カ ウンターパー トで
あるスリランカ地質調査所,ペ ラデニや大学,基礎科学
研究所,セ イロン科学技術研究所とは密接な連絡を取 り
合い,特 にブイール ドワークにはできるだけスリランカ
の人たちに同行 してもらうようにした.これは,単なる
安全上の理由からだけでなく,今回の我々の調査がジョ
イントリサーチであることに鑑み,岩 石採集地点などフ
ィール ドの情報は,すべてスリランカの人たちと共有す
ることを原則 としたためである.今後,室 内実験によっ
て得 られたデータについても同様である.こ れは,海外
学術調査にあ りがちな先進国主導型の研究形態を,極力
避けようという配慮からである.
具体的な研究成果は今後に待つとして,全般的な調査
結果および感想を述べてみたい.
昨年と今年を合わせ,こ の国際学術研究では延べ17人
の地質屋がスリランカ調査に参加 した.その意味では非
常に密度の高い調査ができた.と 同時に,将 来,南極に
フィー ドバ ックされるべきい くつかの重要な点も浮彫に
された.そ の第一は,岩石の絶対年代である.ス リラン
カでは,最近西 ドイツグループがかなり大掛 りな調査隊
を送り込んできており,精力的に年代測定がなされてい
る.そ の結果は必ず しもユニークな解釈を与えるもので
はないが,少 なくとも,昭和基地周辺との対比を考えた
場合,岩 石学的データが豊富なのにもかかわらず、日本
側の年代データが乏しいのは明らかに片手落ちといわね
ばならない.そ の第二は,ス リランカで見えて南極で見
えない現象があることがわかったことである.その例と
して,ス リランカで特徴的に見られるチャーノーカイ ト
化作用がある(写真参照).チャーノカイトとは,先 カ
ンプリア代楯状地を特徴づける岩石の一つであるが,こ
れまでインドやスリランカでの産状をもとに,お もにア
メリカやヨーロッパの学者によって様々な成因論が述べ
られている.同様な現象は,昭和基地周辺でも見えても
不思議はないのであるが,誰 も確認 していない.ス リラ
ンカでチャーノカイ ト化作用が見られるのは,点在する
石切 り場に限られており,そこでは常に新鮮な岩石が露
出している.昭和基地周辺でも,新鮮な露出を丹念に調
べ上げれば同 じ産状が見つかるのかも知れない.いずれ
にせよ,近い将来確かめなければならない問題である.
ところで,こ のチャーノカイ ト化作用であるが,そ の成
因について未だ決定版 と呼べるものはない.写真を見て
貰えばお解 りいただけるように,その産状は誠に奇妙で
三コ ㌧
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チ ャーノカイト化作用が見 られる露頭.暗 く見えるバ ッチ状の
部分がチャーノカイ ト.その周囲の白い部分は片麻岩である.
あり,色々な解釈が可能であろう.今回の調査で,解 明
の糸口となるかもしれないいくつかの露頭を見ることが
できた.採 集した岩石の室内実験の結果と合わせて,今
までにない全 く新しい成因論を展開することも可能であ
ろう,乞 う御期待といった処である.
今まで、スリランカの地質屋 さんがゴンドワナの問題
を論ずる時,常 にお隣 りのインドが念頭にあった.今 回
日本隊との共同研究によって,イ ンド以外に南極という
視点が加わったことが,別 の意味での最大の成果であろ
う.今後我々は,共通の視点に立ってゴンドワナの問題
を考えることができるようになったのではないかと思う.
我々が,ス リランカ,イ ンド,アフリカなどかつての
ゴンドワナの地質を研究するとき,そ の地域地質の解明
はあ くまで議論の出発点であり,決 して最終目標ではな
いことを最後に強調しておく.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門助手)
レ外国人研究者の紹介く
氏゜ 名 ビー ター ス タウニ ング
　　　　　　　　　(Peter　Stauning)
外 国 人 研 究 員
所 属 ・ 職 デ ンマ ー ク気 象 研究 所,研 究 員
招へ い期 間 平 成 元 年9月29日 ～12月28日
研 究 課 題 両 半 球 で 観 測 され る 高 エ ネ ル ギ ー 降 下粒 子
の研 究
氏゜ 名 アル フ レ ッ ド フ レイ
　　　　　　　　 (Alfred　Frey)
外 国 人研 究 員
所 属 ・ 職 ジ ョ ンズ ホ プキ ンス大 学 応 用物 理研 究所 ・
研 究 員
招 へ い 期 間 平 成 元 年10月9日 ～平 成2年10月8日
研 究 課 題 昭 和 基 地及 び米 国衛 星 観 測 に よ るオ ー ロ ラ
現 象 の 比較 研 究
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第30次越冬隊員の家族会
現在越冬中の第30次越冬隊員の家族会が9月12日㈹,
江尻会長の主催により当研究所講堂で開催された.
遠く北海道から出席された家族をはじめ,25家族39名
の参加があった.ま た出発準備に忙 しい第31次内藤隊長
をはじめ31次隊両副隊長 も出席 した.
会は星合所長の留守家族に対するねぎらいの言葉と江
尻会長及び召田副会長のあいさつに始まり,出席家族か
らは,各 隊員の近況などの報告が披露され,な ごやかな
雰囲気に包まれた.
また,今 回も今年4月 に帰国した第30次夏隊が撮影し
た記録フイルムを集め,出 港から夏期オペレーション中
の各隊員の様子をスライドを交え披露した.
その後,事 業課から越冬隊の今後の日程や託送品の送
り方などについて説明があった.
午後に映画 「新らしき雪原の中で」が上映され,記 念
写真を撮影して散会した.
講演と映画の会を開催
南極観測の事業 と成果を普及するため,9月27日夕,
名古屋市で講演 と映画の会(名 古屋港管理組合 ・卿名古
屋港文化センター共催,愛 知県 ・名古屋市各教育委員会
後援)を 開催 した.
会場となった名古屋港湾会館には350名の市民が集ま
り内藤教授(第31次隊長)が 「南極の自然 と観測隊」と
題し,南極の自然,観 測隊の活動 ペンギンやアザラシ
の生態等について,ス ライドをまじえた約1時 間の講演
を行った.
講演の後,映 画 「南極」が上映され,参 加者はオーロ
ラや厳寒の中で行われる数々の観測活動の映像をとお し,
南極観測に対する理解 を深めた.
国立極地研究所評議員,運 営協議員
第9期(19.29-3,9.28)の 国 立 極 地 研究 所 評 議 員及 び運 営 協 議 員 が次 の とお り任 命 され た.
評 議 員 運営協議員
阿南功一
赤池弘次
淺田 敏
河村欣二
木下是雄
古在由秀
齋藤成文
菅原寛孝
永田 武
七田基弘
西島安則
西原春夫
西村 純
長谷川博一
蜂須賀弘久
東 晃
丸茂隆三
諸澤正道
山本草二
若濱五郎
筑波大学長
統計数理研究所長
東海大学開発技術研究所教授
(財)フォーリン・プレスセンター顧問
学習院大学名誉教授
国立天文台長
宇宙開発委員会委員
高エネルギー物理学研究所長
国立極地研究所名誉教授,東京大学名誉教授
国立特殊教育総合研究所長
京都大学長
早稲田大学長
宇宙科学研究所長
大阪産業大学教授
京都教育大学長
国際基督教大学教授
東京農業大学教授
国立科学博物館長
上智大学教授
北海道大学低温科学研究所長
岩月善之助
大家 寛
加藤 進
小疇 尚
甲藤好郎
國分 征
坂野昇平
高木章雄
田中正之
根本敬久
樋口敬二
前 晋爾
森本武利
若井 登
川口貞男
平澤威男
吉田栄夫
神沼克伊
渡邊興亜
内藤靖彦
江尻全機
広島大学理学部教授
東北大学理学部教授
京都大学超高層電波研究センター長
明治大学文学部教授
日本大学理工学部教授
東京大学理学部附属地球物理研究施設教授
京都大学理学部教授
鹿児島大学理学部教授
東北大学理学部附属超高層物理学研究施設教授
東京大学海洋研究所長
名古屋大学水圏科学研究所教授
北海道大学工学部教授
京都府立医科大学医学部教授
東海大学開発技術研究所教授
国立極地研究所企画調整官
国立極地研究所研究主幹
国立極地研究所資料主幹
国立極地研究所教授
国立極地研究所教授
国立極地研究所教授
国立極地研究所教授
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第31次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成元年10月1日現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊'経 験 等
隊 長 内藤 靖彦 16.2.5 国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 東 京 都
第21・27次 越 冬 隊,
{第25次夏 隊,英 国 基 地
副 隊 長 ◎白石 和行 23.9.28 国立極地研究所研究系(文 部教官助教授) 神奈川県
.第
14・21次 越 冬 隊
{第25・26次夏 隊,米 国 基 地
気 象 塚村 浩二 21,2.19 気象庁観測部(運 輸技官〉 青 森 県 第20・24次越 冬 隊
「, ◎岩崎 明 29.11.19気象庁観測部(運 輸技官) 群 馬 県
り 上林 正幸 30.5.14 気象庁観測部(運 輸技官) 青 森 県
り 森本 正夫 32,1.16 気象庁観測部(運 輸技官) 熊 本 県
〃 柴田 誠司 37.4.29 気象庁観測部(運 輸技官) 愛 知 県
電 離 層 大高 一弘 36.5.5 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 東 京 都
地球物理 長坂 健一 40.7.17 国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 知 県
(茨城大学大学院学生)
宙 空 系 小野 高幸 25,8.5 国立極地研究所資料系(文 部教官助手) 福 岡 県 障瀟錬
り 佐藤 正樹 29.8.20 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 茨 城 県
り 中島 英彰 38.6.30 東北大学理学部(文 部教官助手) 大 阪 府
「, ◎川原 昌利 40.5.22 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 埼 玉 県
気水圏系 滝沢 隆俊 23.1.25 北海道大学低温科学研究所(文部教官助手) 北 海 道 第16次夏 隊
り 清水 明 25.5.6 国立公害研究所(総 理府技官) 東 京 都
〃 中川 清隆 25.5.10 上越教育大学学校教育学部(文部教官助教授) 富 山 県
ク 牛尾 収輝 37.3.31 国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県
(北海道大学大学院学生)
生 物 ・ 綿貫 豊 34.1.2 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 長 野 県 第30次夏 隊
医学系
機 械 真清田七雄 20.7.22 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 島 県 第27次越冬隊
(小松製作所㈱)
〃 ◎原 達夫 26.2.27 国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県 第25次越冬隊
(いす"自 動 車 ㈱)
〃 幸森 茂 25.2.8 国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県
(ヤンマ ー デ イ ーゼ ル㈱)
〃 堀辺 敏男 37.1.27 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 岐 阜 県
(いす"自 動 車 ㈱)
〃 清水 敬 30.9.19 工業技術院電子技術総合研究所 岩 手 県
(通商産業技官)
,r ◎大塚 浩土 39.6.4 国立極地研究所事業部(文 部技官) 茨 城 県
(㈱日立製作所)
通 信 吉村巳紀夫 20.10.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 山 口 県
(日本電信電話㈱)
〃 ◎横内 孝史 29.3.3 詫間電波工業高等専門学校(文 部技官) 香 川 県
〃 上 杉 一秀 31.4.18 熊本電波工業高等専門学校(文 部事務官) 熊 本 県
〃 岡 真二 36.5.26 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 広 島 県
調 理 内田 広美 32.11.王7 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 佐 賀 県
り 徳宿 浩司 39.2.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県
(㈱東條会館)
医 療 ◎賀川 潤 26.8.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 徳 島 県
〔東京医科大学霞ケ浦病院)
り 神田 博 32.7.19 国立極地研究所事業部(文 部技官) 山 口 県
(北海道立北見病院)
航 空 森 誠 29.2.2 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第24・28次越 冬 隊
jt 佐藤 正治 30.1.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(日本 フ ラ イ ン グサ ー ビ ス㈱)
〃 加藤 凡典 32.2.20 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
設営一般 勝田 豊 31.9.18 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第21次越冬隊
り ◎ 堀 井 隆 一.・34.6.29 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 北 海 道
〃 熊手 昭徳 37.11.30国立極地研究所事業部(文 部技官)(
日本電気㈱)
福 岡 県
◎印は,あすか観測拠点越冬隊員
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○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 佐野 雅史 16.5.17 国立極地研究所事業部(文 部技官) 岐 阜 県 嚥 耀 冬緊
海洋物理 池 田 俊 一 22.2.27 海上保安庁水路部(海 上保安官) 北 海 道 第30次夏 隊
海洋化学 小嶋 哲哉 33.10.23海上保安庁水路部(海 上保安官) 東 京 都
海洋生物 今野 敏徳 14.8.1 東京水産大学水産学部(文 部教官助教授) 神奈川県
測 地 林 保 29.12.21国土地理院測地部(建 設技官) 山 形 県
雪 氷 ・ 田結庄良昭 18.12.U 神戸大学教育学部(文 部教官助教授) 兵 庫 県
地学系
〃 小山内康人 31.11.26福岡教育大学教育学部(文 部教官講師) 北 海 道 第28次夏隊
〃 高橋 裕平 28.7.9 工業技術院地質調査所(通 商産業技官) 千 葉 県 第28次夏隊
第15・18次越 冬隊,
〃 寺井 啓 17.8.16 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 東 京 都 第12・26・28次 夏 隊,
米国基地
.. 土屋 範芳 35.12.14東北大学工学部(文 部教官助手) 長 野 県
〃 本山 秀明 32.6.13 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 新 潟 県
生 物 ・ 蛭 田 眞一 25.4.24 北海道教育大学釧路分校(文部教官助教授) 北 海 道
医学系
IF 浦谷 芳 19.2.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 井 県
(朝日航洋㈱)
設営一般 池上 宏 19.6.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 富 山 県
(中日本航空㈱)
〃 辻 敏明 26.1.24 国立極地研究所事業部(文 部技官) 京 都 府
(中日本航空㈱)
.■ 宇野 哲 27.5.6 国立極地研究所事業部(文 部技官) 鹿児島県
(朝日航洋㈱)
t. 外内 博 30.1.12 国立極地研究所事業部(文 部事務官) 東 京 都
○南極条約に基づく交換科学者(受入)
氏 名 生 年 月 日 国 籍 所 属 ・ 職 研 究 課 題 備 考
熊 康 1961.5.10中 国 中国科学院 オ ゾ ン と オ ー ロ ラ観 測
大気物理研究所 研究員
鄭 名原 1962.6.24中 国 中国電波伝搬研究所 長波伝搬観測
研究員
Hugo　Decleir 1939.12.7 ベ ル ギ ー Geografisch　[nstitute, 南極氷床の変動に関す 第28次夏隊同行
Vrile　Univerteit,　Brussel, る氷河学的研究
鷺艦 灘(プ リュッセ
PhilipPe　Huyb一 1962.2.IO ベ ル ギ ー 同 上 大学院学生 同 上
rechvs
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(西 ドイツ ゲオルグ・フォン ・ノイマイヤー基地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
雪氷物理学 西尾 文彦 21.6.19 国立極地研稲欝 官 助搬) 北海道 第17.21.25次 越 冬 隊,1米国基地
平成元年度外国基地派遣者名簿
O外国共同観測(中 国 長城基地),
専門分野 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
低温生理学
低温生理学
大山 佳邦
島田 公夫
13.10.15
20.1.15
国立極地研究所研究系
(文部教官 助教授)
北海道大学低温科学研究所(文部教官助手)
愛知県
長野県
第19・28次 越 冬 隊,
{第17・24次夏 隣,豪 州 基 地 ,米 国 基 地
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　ieve])　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relatlve　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭和 基 地
(Syowa;89532)
7月(Jul.)
一18
,5
-8 .0
-35 .9
980.2
1.2
72.0
6.3
33.3(22,NE)
41.6(22,NE)
7.4
2
8月(Aug.)
一!9
.9
-6
.2
-36
.6
984.7
あ す か観 測 拠 点
(Asuka;89524)
7月(川.)
一23 .5
-9
,2
-34
.0
862,7
8月(Aug.)
一24
.9
-17
.4
-36 .2
869.4
(station　pressure)
1、0
66
6、415.615,4
30.3(16,NE)28.5(13.ESE)30,8(25,ESE)
38,8(16,NE)35.5(13、ESE)39.5(25,ESE)
6ユ
4
【極地豆事典】
南極プレー ト
現代の地球科学では地球の表面はい くつかのプレー
トに分けられるが,そ の境界は地震活動で代表される
大規模な変動帯である.変動帯には海嶺,海 溝一造山
帯,ト ランスフォーム断層の三種類がある.海嶺で地
球表面に現れ生成されたプレートは,海洋底を形成 し
ながら,時 にはその上に大陸をのせて進み,海溝で地
球内部へと沈み込み消滅する.一つのプレート上の大
陸が,他 のプレー トの大陸 とぶつかると,そこは大 き
な造山帯となる.互 いに異なる方向に移動するプレー
トの境界はトランスフォーム断層となる.
南極大陸をとり囲むように存在する地震帯を環南極
地震帯 と呼ぶが,そ の地震帯は大平津南極海嶺,大 西
洋南極海嶺など海嶺上にある.この地震帯の内側を南
極プレー トと呼ぶ.南 極 プレー トは,地球上でただ一
つ,そ の周囲がほとんど海嶺のみで囲まれたプレート
である.南極半島の先端付近のみ,約2000kmのトラン
スフォーム断層があるだけで,他 のプレー トのように
明らかな沈み込み 口,す なわち海溝がない.南 極プ
レー トの境界は毎年数ミリメー トルつつ移動してお り,
その面積は100万年間に50万平方キロの割合で拡大して
いる.
南極プレートの もう一つの特徴は,ほ とんど動いて
いないことである.「沈み込み口がない」ことが 「動い
ていない」ことの原因なのかもしれないが,そ の因果
関係が解明されるまでには至っていない.
地球の表面上をいくつかのブロックに分ける考えは,
1960年代に提唱され,プ レー トテ クトニクス　(piate
tectonics)へと発展した.初 期の段階では,地 球上に
は6枚 のプレー トが考えられたが,調査がすすむにし
たがい,そ のプレー トは細分化 されていったが,南 極
プレー トのみはそのままである.これは十分な調査が
すすんでいないためである.しかし,最近の調査では
南極半島の先端付近には 「沈み込み口」の存在が確認
されてお り,南極 プレー トの解明も本格的になりつつ
ある.
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